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「検査と技術」誌は，入職後数年内の臨床検査技師を主な読者対象としています．
できるだけやさしく，わかりやすい解説での誌面構成を心がけています．
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シリーズ　免疫染色（IHC/ICC）の基礎・4
病理診断に利用される代表的な抗体
粘着フィルム（川本法）を用いた凍結切片作製
術中迅速診断用凍結切片作製への応用

超音波検査による甲状腺疾患の診断
シリーズ　HLA-DNA タイピング検査・3
新規検査法の可能性

臨床検査技師そして
臨床エンブリオロジストとして
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「技術講座」注目の連載

検査の基礎技術の習得・向上に役立つよう，各種臨床検査について，その方
法や工夫などを解説しています．「step up 編」は，入職後数年経つ中堅の臨
床検査技師，二級試験の受験を控える年齢層の技師向けの内容です．
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■『検査と技術』2018 年（12 冊）（2 冊の増刊号を含む）
　定価：本体 1,500 円＋税
　年間購読料（送料弊社負担）：

冊子版：本体 23,500 円＋税
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